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世界史B　18 明と朝鮮王朝

1,明(1368~1644)　(　　　　　　)1=金陵=南京→1421順天府=北京=へ遷都	



1368　(　　　　　)2元璋(1328~98)❖a、明を建国。	


　洪武帝位1368~98(太祖)	



　　┏(　　　　　　　　)3制開始→以後、元号が(　　　　　　)4名となる。	


　　┣中書省、宰相を廃止し(　　　　　　)5=吏部、戸部、礼部、兵部、刑部、工部=を皇帝直属とする。	


　　┣軍制---(　　　　　　)6都督府---皇帝直属(前後中左右)	



　　　　　   (　　　　　　)7制開始→軍戸による兵士の世襲化と兵農一致。	


　　┣(　　　　　)8制実施(1381)→1甲=10戸　1里=110戸(10里長戸+10甲)	



　　　　作成⇒「(　　　　　　)9図册」--土地台帳  「(　　　　　　)10黄册」--租税・戸籍台帳	


　　┣大明律・令を制定。　(　　　　　)11発布→朱子学による民衆教化。	


　　┗民間の海上交易を厳しく制限→「(　　　　　　)12政策」	



❖a---貧農の末子に生まれる。名は重八。家族は凶作で餓死。紅巾軍に参加し江南を統一して後、元を滅ぼす。	


　　即位後は独裁権を確立し、建国の功臣らの大粛清や文字の獄による文人の迫害を没するまで続けた。	



　(　　　　　　)13帝=成祖(位1402~1424)    1421年北京に遷都	


　　燕王朱棣(洪武の四男)、甥の建文帝(位1398~1402)=洪武の孫=から帝位を奪い、即位=(   　　　       )14の役(1399^1402)❖b	


　　┏(　　　　　　)15を設置。補佐機関。主席補佐官=内閣(　　　　　　)16→宰相化	


　　┣永楽大典、四書大全などの編集	


　　┣1404年室町幕府の足利義満を日本国王に冊封→(　　　　　)17貿易開始。	


　　┣(　　　　　　)18❖cを南海へ派遣1405~1433,計7回→インド、アフリカ東岸まで	


　　┣1407年ベトナムの(　　　　　　　)19を併合。	


　　┣親征(1410~1424,計5回)。タタール(モンゴル、トルコ系)、オイラト(モンゴル系)をうつ。　	


　　┗(　　　　　　　)20の整備(現在の姿で完成)　(⇒後に和議を結び，交易の場=馬市を設置)	



❖b---「君難を靖んずる」を大儀名分としたが、年号「建文」を廃して「永楽」に編入、自ら「[  　　 ]世皇帝」と称す。	


　　❖c---雲南のムスリムの家の生まれ。宦官として永楽帝に仕え、南海遠征の指揮官となり、30年間に7回の大遠征。イン	


　　　　ド、アラビア半島、アフリカに航海。120mの大型船=[　　　　　　]21	



　北虜南倭の激化　→北方民族と(　　　　　　)22❖dの活動	


　　❖d---13世紀ころから朝鮮半島や中国沿岸を荒らした日本人海賊。後期は海賊化した中国商人。	


　明---(　　　　　　)23貿易のみを公認(勘合貿易も16世紀半ばに中止)	



　　┌1449　[　　　　　　]24の変=北京北西の土木堡→オイラートのエセン=ハン❖eが(       　　    )25帝(位1435~49)を捕虜に。	


　　└1550　(　　　　　　)26の変→タタールのアルタン=ハン(位1551~82)、北京を包囲。	



❖e—(?~1454)　明への朝貢・交易を制限され明に侵攻し北京を包囲。元以後初めてハーンとなる。	


1557　[　　　　　　　　]27人、マカオに居住権を得る。	


　(　　　　　　)28帝位1572~1620(神宗)	



　　張居正(1525~1582)の改革(1573~1582)　　→財政再建・税収確保のため	


　　┌全国の土地を測量=(　　　　　　)29←16世紀には大地主による土地収奪、重税による農民の没落により税収不足。	


　　└(　　　　　　　　　)30が全国に広がる。(16世紀後半)	



　　　　　　→土地税と徭役(丁税)を一本化し銀納とする。1530ころから江南で開始。	


1582　イエズス会宣教師[　　　　　　　　　]31=1552~1610=によりカトリックが伝えられる。	


　　  親政　┌[　　　　　　]32の朝鮮出兵に対し、朝鮮に援軍を派遣。1592~1597	



(1582~1620)└(　　　　　　)33❖f派江南の中小地主層と非東林派宦官・政府高官と大地主層の抗争激化	


1619　サルフの戦い❖gでヌルハチ❖h(位1616~26)の(　　　　　)34=女真族に敗北→各地で農民反乱	


　　❖f---江南の無錫で東林書院を再興、内閣批判を展開した顧憲成(1550~1612)ら士大夫の運動。水利や農業技術開発、	


　　　　イエズス会宣教師との交流による西欧知識の摂取にもつとめた。	



❖g---今の遼寧省撫順東方で火砲を備えた16万の明の討伐軍をヌルハチの後金軍が打ち破った。	



・朱　・順　・鄭和　・万暦　・永樂　・後金　・胡朝　・漢城　・倭乱　・海禁　・両班　・朝貢　・銅版　・賦役　	


・勘合　・倭冦　・東林　・皇帝　・五軍　・六部　・六諭　・靖難　・八旗　・里甲　・内閣　・義兵　・検地　	


・魚鱗　・衛所　・庚戊　。正統　・長城　・李自成　・李舜臣　・応天府　・朱子学　・大学士　・測雨計　	


・一世一元　・一条鞭法　・訓民正音　

❖h---後金の創始者、清の初代皇帝。愛親覚羅氏。対立する女真諸部を統一。民族名を満州と改め、モンゴル文字から	


　　満州文字を作り、社会・軍事組織として(     　　　  　 )35制を定めた。	



1631　(　　　　　　　) 36(1606~1645)❖iの乱(~44)	



1644　李自成軍が北京を占領→崇禎帝(位1627~44)は自殺し、明滅亡	


　　❖i---陜西省延安出身。大干ばつにより発生した農民反乱で均田と免糧=税の軽減、免除=を掲げ、広い支持を得た。　　　　	


　　　　1644年西安に入り、国号を(　　　　)37とし、順王を称したが、40日で清に破れた。	


2,朝鮮王朝(1392~1910)=李朝	



1392　李成桂❖j=太祖(位1392~98)　朝鮮王朝建国　都(　　　　　)38=ソウル	


　　❖j---高麗の武官。前期倭冦や紅巾軍(1356~62)を撃退。元末に明が起こると1370年高麗は明に冊封されたが、国内に	


　　　　親元派と親明派が対立、李成桂は親元派を倒して王に即位した。	


　　　貴族の土地を没収し官僚に科田を与え、税を徴収→科田法	


15世紀初め　　3代太宗 (位1400~18)　4代世宗 (位1418~50)	



　　　┌文人官僚(文班)と武人官僚(武班)の特権身分=(　　　　　)39による政治	


　　　├(　　　　　　)40活字による活版印刷の興隆→法典「経国大典」(1469年完成)などを編纂	


　　　├世界初の「(　　　　　　)41」　　　	


　　　├儒教による王道政治をめざす→(　　　　　　)42がひろまる	


　　　└1446年若手文官に学文を奨励⇒新しい文字=(　　　　　　　)43=ハングル=制定	


　豊臣秀吉の朝鮮侵入(1592~98)=「壬申・丁酉(　　　　　)44」	


　⇨(　　　　　　)45=1545~98❖k率いる朝鮮水軍と民衆の(　　　　　)46、明の支援で撃退	



❖k---全羅左道水軍節度使。厚い甲板と火砲を備え亀をかたどった[       　　　   ]47船で日本の船団に打撃を与えた。	


17世紀前半　女真族の侵入→[　　　　　]48に服属
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